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 要  旨 
 家庭にインターネットが普及し始めて、約 15 年。インターネットを使って、世界中の様々な
情報にアクセスし、瞬時に情報を得ることができるようになった。そして、その 15 年の間に、
情報は得るだけのものから、個人が発信するものにもなった。インターネット上に、個人が発信
する情報があふれてきたのである。 
それはつまり、インターネット上に、個人を表す情報があふれてきたのである。 
そんな中、アメリカを発祥として、インターネット上で既存の人間関係を構築する、Social 
Networking Service（SNS）が登場した。 
現在の SNS 研究は、大きく分けて「コミュニケーション分析」・「社会ネットワーク分析」・「情
報・知識共有」・「SNS の分野を他分野に応用した研究」・「SNS の新しい機能を提案、構築する
研究」の 5 つの分野に分けられる。インターネット上で人間関係が見られる SNS は様々なアプ
ローチで研究されているが、多くの情報を伝えることができる「動画」を用いた研究はほとんど
見られない。 
本研究では、SNS の参加者が、SNS 内で共有された動画を素材として使用し、動画をつなぎ
あわせることを通して、人とのつながりを作ることを目的とする。また、動画をつなぐことは映
像制作の基本であり、その作業を能動的に体験することによって、ユーザーの映像に関するリテ
ラシー全般が向上することもねらいにする。 
研究方法としては、まず、近年の SNS 研究を調査・分類し、本研究への道筋を立てた。また、
近年の SNS サービスも調査・分類を行った。 
そしてオリジナルな動画 SNS の構築を行った。OpenPNE というオープンソースの SNS をコ
アエンジンにし、動画視聴・簡易動画編集の機能を加えた。構築した SNS を用いての運用実験も
行い、効果が得られるかアンケート調査を行った。 
結果としては、今回の運用実験からは有効な結果は得られなかったが、改善すべき課題が見つ
かった。そして SNS 参加者が生み出す動画メディアによって、人とのつながりを作るという、１
つの可能性を示した。 
考察により明らかになった課題の解決策をシステム構築し、全く知らない人同士を参加者とし
たシステム運営が望まれる。 
 
